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デジタル予診票の本格導入について 

 

 本市では、市民の利便性の向上、医療機関及び市の予防接種業務の効率化を図

るため、令和 5年 6月よりデジタル予診票を導入いたしました。 

 導入にあたっては、先行事例が少ないことから、デジタル予診票に対応する医

療機関及び対象ワクチンを限定し、令和 6 年度から医療機関やワクチンを段階

的に拡大して実施しています。 

 これまで、デジタル予診票を順調に運用出来ていることから、令和 7 年度よ

り対象となるワクチンをほぼ全てのこどもの定期接種に拡大し、本格導入いた

します。 

 

１．令和 7年度本格導入の概要 

 （１）対象ワクチン 

  ・こどもを対象とする１４種類のワクチン（別紙１参照） 

 （２）医療機関数 

  ・29医療機関（別紙２参照） 

 （３）周知方法 

  ・予防接種の個別案内にデジタル予診票のお知らせを同封 

  ・市ホームページ、市 SNS（LINE、Xなど）、すくすくナビ、広報とちぎ、 

   ケーブルテレビ、FMくらら等にて広報 

 （４）予算 

  ・7,049千円（令和 7年度当初予算に計上） 

 

２．効果 

 （１）市民（保護者・被接種者）の効果 

  ・場所を選ばずにいつでも予診票の入力が可能 

  ・予診票の共通項目の重複記入が不要 

   （例１）氏名、生年月日、出生時の体重等は初期設定時に入力すれば、各

予診票に自動的に反映 

   （例２）同時接種時の体温等の共通する予診項目は 1 回入力すると複数

の予診票に反映 

 （２）医療機関及び市の効果 

  ・予防接種記録を電子データにて取り扱うことで、業務量が軽減、効率化 

   （例１）医療機関は紙の予診票の管理、集計、提出に係る業務が軽減 

   （例２）市は、予防接種システムへの接種記録の一括入力が可能 

 
【問合せ】保健福祉部 健康増進課 

担当：石川 ℡:0282-25-3512 
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【別紙１】 

○ 電子予診票対象ワクチン一覧 

区分 ワクチン 

 定期接種 

 ロタウイルス感染症（1価、5価） 

 Ｂ型肝炎 

 急性灰白髄炎（ポリオ） 

 Ｈｉｂ（ヒブ）感染症 

 小児肺炎球菌感染症 

 五種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、 

      ポリオ、Ｈｉｂ感染症） 

 四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、 

      ポリオ） 

 三種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風） 

 二種混合（ジフテリア、破傷風） 

 結核（ＢＣＧ） 

 麻しん風しん 

 水痘 

 日本脳炎 

 任意接種  おたふくかぜ 

 ※定期接種はヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染症予防接種を除く、Ａ類

疾病の定期接種が対象 
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【別紙２】 

○ 電子予診票対応医療機関一覧 

地域 医療機関名 

 栃木 

 秋元クリニック 

 うづまクリニック 

 えぐち内科クリニック 

 金子内科医院 

 河口医院 

 さいとう小児科 

 桜井こどもクリニック 

 サンライズクリニック 

 すずきクリニック 

 関口医院 

 竹田内科小児科クリニック 

 たまのクリニック 

 とちぎ診療所 

 中野医院 

 中元内科医院 

 箕輪内科 

 よこやま内科小児科クリニック 

 大平 

 あおき耳鼻咽喉科医院 

 大平ファミリークリニック 

 かわたクリニック 

 田村医院 

 鶴見皮膚科 

 とちぎメディカルセンターしもつが 

 藤沼医院 

 藤岡  腰塚医院 

 都賀  合戦場クリニック 

 西方  西方病院 

 岩舟 
 あまがい内科医院 

 長谷川医院 
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【参考資料】 

 

○ 電子予診票導入にあたってのこれまでの経緯 

期間 
デジタル予診票 

対応医療機関数 
対象ワクチン 

令和 5年 6月～令和 6年 3月 1医療機関 ・おたふくかぜ 

令和 6年 4月～令和 6年 9月 25医療機関 ・おたふくかぜ 

令和 6年 10月～現在 25医療機関 

・おたふくかぜ 

・麻しん風しん 

・水痘 

※令和 5年 6月から令和 6年 3月までは、（株）ミラボが提供するデジタル予診

票システム「mila-e予防接種」のトライアルを活用して実施 

※令和 6年 4月からは、同社と業務委託契約を締結して実施 

 

○ 令和 5年度及び 6年度の電子予診票の利用実績 

【おたふくかぜワクチン接種におけるデジタル予診票と紙の予診票の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 6年度電子予診票利用件数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※R5 は R5 年 6 月～R6 年 3 月の 10 ヶ月間に、

デジタル予診票対応医療機関（1 医療機関）

におけるデジタル予診票と紙の予診票の件数 

R6 は R6 年 4 月～R7 年 1 月の 10 ヶ月間に、

デジタル予診票対応医療機関（25医療機関）

におけるデジタル予診票と紙の予診票の件数 

（参考：同期間の市全体の接種件数） 

R5 1,036件 

R6 1,066件 

R5 R6

紙 79 640

デジタル 176 341
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※麻しん風しん及び水痘

は、令和 6年 10月から

デジタル予診票に対応 

 

（参考：令和 6年 10月か

ら令和 7 年 1 月までの

麻しん風しん及び水痘

の市全体の接種件数） 

 麻しん風しん 393件 

 水痘 420件 


